
第１章 ガーナ共和国、ルワンダ共和国、チュニジア共和国

班報告 
 

Ⅰ．派遣団の構成・調査日程 
 

第１ 派遣団の構成 

 

○期間 

平成22年 12月６日（月）～平成22年 12月 18日（土）［12泊 13日 うち機中４泊］ 

 

○派遣団の構成 

団長 参議院議員   柳  澤  光  美（民主） 

同       米  長  晴  信（民主） 
同       佐  藤  正  久（自民） 

 

同行 外交防衛委員会調査室首席調査員  宇佐美 正 行 

第一特別調査室調査員       和喜多 裕 一 
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第２ 調査日程 
 

 午前 午後 宿泊 

１日目  【移動】 機中 

12月６日 

（月） 

 

 

成田発（22:00）→ 

 

 

 

２日目 【移動】 【移動】 アクラ 

12月７日 

（火） 

 

→ドバイ着（4:55） 

ドバイ発（7:40）→ 

 

→アクラ着（12:
【説明聴取】 

・在ガーナ日本国

40）

大

 

使館 

 

 

 

３日目 【移動】 【案件視察等】 ケープコースト 

12月８日 

（水） 

 

アクラ発（9:30） 

→クマシ着（10:
【案件視察等】 

15） 

・ＪＯＣＶ等ボランティアとの意見交換 

・国道８号線改修（無） 

【移動】 

 

 

 

 

 

・天水稲作持続的開発プロ

 

ジェクト（技） クマシ発（陸路） 

→ケープコースト 

 

 

４日目 【移動】 【移動】 アクラ 

12月９日 

（木） 

 

 

 

 

ケープコースト発（陸路）→ 

【案件視察等】 

・奴隷貿易史跡（ケープコースト城） 

・アチュワ村（協力隊） 

・オチュレコ灌漑事業区（無、技） 

 

 →アクラ着 

【案件視察等】 

・国道１号線（無） 

・コフィ・アナン国際平和維持訓練 

センター 

・アジェイ・エネルギー大臣との意見交換 

 

 

 

 

 

 

  ・在留邦人、日系企業との意見交換  

５日目 【案件視察等】 【案件視察等】 機中 

12月10日 ・ミルズ大統領との意見交換 ・主要ドナーとの意見交換  

（金） 

 

 

・ドゥフォー財務・経済計画大臣との意

見交換 

 

・技術教育制度化支援計画（技） 

・野口記念医学研究所（無） 

【移動】 

 

 

 

  アクラ発（20:50）→  

    

６日目 【移動】 【説明聴取】 キガリ 

12月11日 

（土） 

 

→ナイロビ着（

同発（8:35）→ 

キガリ着（9:00）

5:30） 

 

・在ルワンダ日本国大使館 

【案件視察等】 

・ムシキワボ外務協力大臣等との意見交換 

 

 

 

７日目 【案件等視察】 【案件視察等】 キガリ 

12月12日 ・ジェノサイド記念館 ・東部県地方開発プログラム  

（日） 

 

 

 

【移動】 

キガリ発（陸路） 

→カヨンザ着 

 

（無、技、協力隊） 

【移動】 

カヨンザ発（陸路） 

→キガリ着 

 

 

 

 

  【案件視察等】  

  ・ＪＯＣＶ等ボランティアとの意見交換  
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 午前 午後 宿泊 

８日目 

12月13日 

（月） 

 

 

 

 

 

 

【移動】 

キガリ発（陸路） 

→ニャンザ着 

【案件視察等】 

・障害を持つ除隊兵士の社会復帰

能訓練計画プロジェクト（技、協

【移動】 

ニャンザ発（陸路） 

→キガリ着 

のための技

力隊） 

【案件視察等】 

・フィデスコ養護センター（協力隊） 
・カレガ・インフラ大臣との意見交換 

・公共輸送増強計画（無、技、ＳＶ） 

【移動】 

キガリ発（20:45）→ 

 

 

 

機中 

 

 

 

 

 

 

 

 

９日目 【移動】 【移動】 チュニス

12月14日 

（火） 

 

→ブリュッセル着（6:40） 

同発（11:30）→ 

 

→チュニス着（1

【説明聴取】 

・在チュニジア日本

4:05） 

国大使館 

 

 

 

10日目 【案件視察等】 【説明聴取】 チュニス

12月15日 

（水） 

 

・ラデス・ラグレット橋（有） 

 

 

・菅アフリカ開発銀行理事 

【案件視察等】 

・カベルカ・アフリカ開発銀行総裁との 

 

 

 

  意見交換  

  ・ＪＯＣＶボランティアとの意見交換  

11日目  【案件視察等】 チュニス

12月16日  ・ザルーク評議院第二副議長との意見交換  

（木）  ・チュニジア政府関係者との意見交換  

12日目 【案件視察等】 【移動】 機中 

12月17日 

（金） 

 

・ガンヌーシ首相との意見交換 

・ジュイニ開発・国際協力大臣との意

見交換 

チュニス発（12:25）
→パリ着（15:00）

同発（18:05）→ 

 

 

 

 

 

13日目 【移動】 【移動】  

12月18日 

（土） 

 

 

→成田着（14:05） 

 

 

 

（備考）（有）は円借款事業、（無）は一般プロジェクト無償事業、（技）は技術協力プ

ロジェクト、（協力隊）は青年海外協力隊ボランティア派遣、（ＳＶ）はシニア

ボランティア派遣の案件を示す。 

 

なお、派遣団は、帰国後の12月 20日（月）、現地調査を補足するため、在アフリカ日

本国大使10名と意見交換を行っている。 
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ガーナ共和国 調査対象案件 

 

［主な意見交換］ 

・ミルズ大統領 

・オテン－アジェイ・エネルギー大臣 

・ドゥフォー財務・経済計画大臣 

 

・国道８号線改修 

                      ・オチュレコ灌漑事業区  
   

    ・天水稲作持続的開発プロジェクト 

                      
        
        
        
   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・ケープコースト城      

                       

       ・アチュワ村     

     

   

      

   ・国道１号線改修   

             

                     

 ・野口記念医学研究所 

・コフィ・アナン国際平和維持訓練センター 

 ・技術教育制度化支援計画 

  

 

ケープコースト
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ルワンダ共和国 調査対象案件 

 

 

［主な意見交換］ 

・ムシキワボ外務協力大臣 

・カレガ・インフラ大臣 

 

 

          

        ・東部県地方開発プログラム  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・障害を持つ除隊兵士の  

  社会復帰のための技術  

  訓練                     

          ・ジェノサイド記念館 

 ・フィデスコ養護センター 

  ・公共輸送増強計画 

           

                   

  ニャンザ
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チュニジア共和国 調査対象案件 

 

 

［主な意見交換］ 

・カベルカ・アフリカ開発銀行総裁 

・ガンヌーシ首相 

・ジュイニ開発・国際協力大臣 

・ザルーク評議院第二副議長 

 

 

 

  ・ラデス・ラグレット橋 
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